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　丈学作品が作薪の実際生活の経験と作蕾の想像，心像，　　を通って詣時の英国に流入し，大流行し，そうした傾向

連想，意図・思想等の心理的作用と作者の佐む欝請を含　　　の作晶が盛に霜かれていたのであるが，幼少II寺代から培

敏学的伝続との三螺が融餌r耽たものより鮪・さ　われた勃阯愛がなかつたならば凶芝が攻r痴疎才であつ

れて来るものとするならば，作晶形成の一つの要素たる　　たとしても，単に流行を追うのみではあの様1：g作品：塑1貯

鱒鱗馨讐灘難鱗1蒙撚繊撫搬1鼎鷲1騨
う．こう．し襯点から・Stイクス劇｝撒囎鰍働　繊　勺祉会的鱗融しく臆かった識の生れた蹴
観察しそれが如何撫・彼卿・品に響いているか’、’ll・」［1め　他の町姑剛難姻否1堺の縮図そのもの’C－　｝｝；）った・

てみよ5。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その小社会に住する入々を深く観禦すゐことはとりもな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おさず人聞一般社会な観禦する眼を難うことに外ならな
　　　　　　　（1）蒙庭及び郷土教育　　　　　　　かつた。こうした観察眼が養われていなかつたソ漂らば後

　シェクスピアは工564年4月23日にWarwickshireの　　隼彼力加ソドソに繊で幾多の入澗を見たとしても決して

Stratford－on－Avonとい5英岡中部の当時人口｛戴か玉，500　　入間及び社会の傑奥にある真の生きた盗を示す四大悲劇

程の田舎町に生れたと冒われる。1564年は臼本では足利　　　を始めとして多くの傑作を創作することは不可能であっ

末期の戦国時代に当る。彼の生涯は余りあきらかではな　　　たであろ5・しかし幼少時代に愛けた鍮鷹緻育や鎖ll土よ

いが，日本の戦国時代の暫の生灘が明瞭でない慕を考え　　　り奨けた教育にのみ彼の作燦としての成功の理幽叡｝亀的

ると，寧ろ彼の伝言己は幾・多の学音の研究によつて明際の　　　に求めることは駕険である。lll窪々その鯉幽の一・つである

方であると習い得るかも知れない。い蕊伝えられる所に　　　と考えるべきであるう。

よると彼の父方の祖先はNorman系の辺彊の衛士の出　　　　次にシこLイクスビアは子供をどんな風に瑠えていたで

であり，傅方のArdens家は当時農民であったが莫園で　　　あろうか。当時の人々の子供観には大別して露種の見労

最古の家系の一つ礪するiltlXであつて，彼の田、よりエ6　があつた・

代前の祖先はサクソソ人の州長官であった。又Strat－・　　　第一の彰え方は子供は大入の小文字であり・イ「ゾに誘

f・rd－一・n－Av・nは古くP一マの英國占領蒔代から交通の　惑されて林｛馳昧う以前のアダム其儘の純工肱盗であり・

要地であり，Warwickshireは長い間ケルト人とAnglo－一　　幸編であり・行動は天輿職曼にその性格を現わし，いわ

Saxon人との接触していた地方でもあった。其故に彼が　　ば新に描かれたばかりの自然の新鮮な画である。それカミ

幼少時代に．母の膝元で今は庶民なるも昔の父偲の祖先達　　　大入になると薇く汚れるのであると説くJolm　EARLE

の武勲が町や某周迦に数多く残存していた古城，古刹，　　　の様な見方である。

棘，川，牧場，住民，其地方繊身の偉人逮，伝説，風習　　　第二の考え方は子供は人掲］の形をした獣であつて・元

などに関連づけられて語られた時に若い想像心を働かせ　　　々子供とは情慾の炎と隠れたる恥らいと原雛との間1こ懐

限を輝かせて傾聴したであろうことは容易に推量され裾　　　妊されたものであり・汚い血に混れて稼れた裸体でこの

る所である。この様にして彼の幼な心に植えっけられた　　　世に撫ず出されたものである。其読拠には樽親は其子に

郷土の自然と人間とセこ対する愛情，想像心，観察眼が芽　　　且睦隠の膜様を話すことを恥じ嫌うではないか。子供と

を田して，やがて芸術にまで成長し，「真夏の夜の墜」と　　　は懸生の野獣であり・行鋤は乱暴粗野であつて教訓を与

か「御意のまま」という様な郷土的要素の色濃い牧歌的　　　えても受け容れようとしない・全く類入猿共盤である。

作品として花を咲かせ，傑作に結実したものと考えられ　　　されば子供を教育するには子供が少しく物が解る様にな

る。勿論牧歌的風潮はイタリーよりスペイン・フラソス　　り，体力がつく様になつたならば颪ち圃便を常に加えて

＊　信州大学繊維学部　英語研究室　　　　　　　　　　　　両親や教師を絶えず恐れさせ，子供の意のま凝こ行鋤す
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ること葱糞じ・大入の厳絡な，訓1緯下に生活する様にせね　頻【；土愛と相傑つて後年彼をして父彩孟に紳士階級としての

ばならぬと説く見方である。これはキリスト教で当懸の　　　紋章の侃用の許可のために努力せしめ，又晩年故郷の町

庶民の聞に勢力を張りっxあつた溝教徒の考え方であつ　　　に立派蹴邸宅を購入せしめ，New　Placeと弱付けて其

て：Lewes　llAyiJyの説くr肝である。　　　　　　処で一生繍冬らせるに至らしめた原因でもあつたのでは

　第三の考え；IJ’eat獣類は皆生殖に依つて凶已の永続化を　　　ないだろ5か。

計る。この点人開と難も圃様であるが，入間は其外に思

い出働蹟や輔繍業があって，購も永続させねlat　　　（2）初等及び申等轍鞘

ならない。それには子供に頼る外はない。其故に子供と　　　ルネサソスの風潮がおくればせLli．カミら英閾に入って叢，

は自己と同ll姻こ此等のものを永続させるためのものであ　　　」1：リザペス朝に丈化の花を満開させたのであるが，ルネ

る。されば鎌・各を興U［£んずる入は訓r嗣こ子供な大野に．　　サソスは英團にも宗激改：rl気を魔らし，所謂1）issolutonと

すると説く兄方である。これは1「rancis　1’IAaoNの考え　　　いう結；果を招、1牝たDそこで僧院は廃止となり，土地は

：方である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1壬’i：vc没収さオしたり，都市や有力な個人の所有に帰し

　以上三こつの見1方のうちでシ．＝イクスピアの子供観は大　　　　た。僧院や寺院の由条訴藻い建物すら）個人の邸一蒼建設の石

体第滋の児方に．近かつた様であるr，At　first　the　infant，　　　・切場の代用となる窟様であった。鼓結身縦i来僧院や瀞院

／Mewlin∬and　puking　in　the　nurse！s　arms・（AYL・工L　　　で行われていた教育は大打撃を載だのである。　Henry

・iii・：34～130r）と入r・肋ミ・噛の％で演ずる七つの時　VIII（エ509～1．547）及びEdw・・d　VI（エ547～エ553）の

代の第一幕として赤ん坊i獣をJ・ques曙葉鰍つて　治一Rこ細税1諏噸され，1救隙Ll想、された。夢鞠こ

挙げているが・この幼児は・1’｝y・the　1・w・f・・t・・e　th・・u　欝1網；1掘していた学校の多数は1撚腱校の運命融つ

E’「t　b°und　t°b「eed・1That　thine　may　live　whe・th・u　た．しかしd、1、ki、旧三の政府の鯛した汚子で臆く賜

1蕊謂鴨膿翻，認鴇，鼎謝醐喘・・であっ耀購校繍・切1・・して
17X－－17a）と死働配の永遠イ歴あり，F，。m・f。i，e、、　いたの》（’；li）つた・しかし轍艦肘る1材加鞍敵な

、re・t・・e・w・d・・i・e・i。・・e。se，／Th，t　th，，，by　b，、。ty・，　く・叉糊ゴに紘力・つた・夢拠でEdwa「d　vエの時セこ

rose　rnight　never　die，／　Tlut　as　the　riper　should　by　time　　　「学校荏続の為の蓼き員」が任命され・…姥数の学挾の存

decease，1His　tender　heir　might　bear　his　memory；　　　続カミ計られた⑰ShrewsburyとかTonbriclgeとかい5様

（Sonn．1）と自己の永久に生きる手段であると圃時に自己　　　な有掲校の外にも種々な学校がこの隠に設li妊さオしたり再

の奨しさと思い出を伝えるものである。この様な幼児観　　　建されたoエリザベス女王の時に・なると学校設立の薯業

からするならば，Ihave　given　suck，　and　know！H⑪w　　　が困力の充爽と國風の意気まll揚と＄目倹つて極めて盛に推

tender！ts　to　lQve　the　babe　that　milks　rne：／Iwould，　　　進され，かって無き多数のgrammar　schools（丈法学校）

while　it　was　smiling　in　my　face・！Have　pluck／d　my　　　ヵ弍国中棄る処に以前よりも堅爽な効果的な甚礎の上に開

nipPle　from　his　bQneless　gu加s・／And　dash／d　the　brains　　設さオtた。何の町と難も丈法学検を搏たないものはない

out・（Mac・1・vii・54～58）．とい5言葉はMAcBETFI夫　　　程になつた。宗教改革はDissolutionを毒1起し学校を一

人が単に我が子への愛情を犠牲に・しても野心を満足させ　　　蒔蓑微せしめたが結局それが原因となつて学校を教会の

ようという言葉の意昧だけでなく，自己の永遠酷をも野　　　裳中から解放せしめて俗界の教育機関として，激派の如

心のために捧げ・自己の永遠の破減をも1麿示しており，　　何を間わず，階級の上下を間わず，至る処に設立せしめ

如何に其嘗葉の恐ろしい悪魔の曝であるかが卸られるの　　　んとする気風を振興せしめて一般に教胃を普及せしめる

である。又Macbeth第三幕第ご場のMacduff夫入と　　結果を招≡iにしたのであった。そして工600年までには全国

其息子とが1工acbethの放った兇漢の手に発される場面　　『に約360の丈法学校が在存するに至つた。これは当時の

が如何にpatheticであるかが了解禺来るのである。　　　　人口13，000に対して丈法学校一校という数であって，英

　以上の様なシェイクスピアの子供観は第二の説に述べ　　’国史上前後を通じて人口対文法学校の最大比率を持つも

た見方では決して出来るものではなく・またこうした場　　　のであると言われている。この工600年は日本では秀吉が

面の描辱も不可能となるであろう。彼がこの様な考えを　　死去し，関ガ原の合戦のあった年に当り，当時の英国の

懐くに至ったのは彼の少年蒔代に受けた家庭教育にその　　学校教育が質は兎も角も数において如何に進んでいたか

原因の一っを」甜1すことが出来ないであろうか。これが　　　を示すものである。
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　かく多数有った丈法学校にはDissolutio瑠こ依って礼　　　き人がそれにi当ることが多かつたといわれている。　wiv。

揮覚が稔く破壌からまぬがれて学校に変身した中世から　　ri・1のaWelsh　parsonのSir　Hugh　Evansは受掲言僧が

存続して来たものがあり，寺院が変つて町人の寄附を財　　　初等教育な行つていた例である（Wiv・IV・i）。シェイク

源として学校に転向．したものがあり，都市や町の同業着　　　スピアの伝記のうち］584年から1592年窟での醐が「，ts1Vlで

組合が設立したものがあり，貴族以下あらゆる階級の篤　　　あり，この不明の期閥は彼が田舎教師をしていたのだと

志家や有力蓄’が創設したものなど種々なるものつがあた。　　いう説がある。これe’X　William　BriEstroNとい5彼と同僚

一例を挙げるとNewp。rt町のRye家の栄亡入にMrs，　　　だつた俳優がそのことをAubreyに謡つた所に根拠を将

FRANKLANDと嘗う人があつた。この婦入に一人息子が　　　つ説であるが・果して彼が教師をしていたのであつたな

あったが，落馬のため死んだ。婦人はその悲しみを慰め　　らば恐らく丈法学校の助教師かFree　Schoo1の教師

るために白らの，冑子と同年阻位の子供述を教育する　　（abecedarius）であつたのだろうと推禦される・しかし

Newport　Grammar　Schoolを創設しようと多・大な自己の　　　この説に対して彼は蟄族の子供の鎌鷹教師であつたと雷

私財を塞金として提供し，：更にOxfordやCambridge　　　う説もあり・叉村落学校か私学校かの教師であつたので

大学へ進学する子供のために奨学資金を設立した。その　　　はないかとも考えられる。彼の‘hiatush　Pに教師であ

学校に「微と期子とが之を灘した」と葡意昧の　つたとする説は彼の儒に・’LLT・のVI・1・f・・…懲や

驚難膿騰綴灘謙莫欝塩撒・鳴鷲犠雛繍壕蹴窪
ている繊の明瞭なものであるカ・，期。うした窩緻　繍の緻のなし’ものに劇騰1」酬絹もので臆い

に載ることなく繊上糊鰯騨校力・全隙・脳鋤　と叛られるからでもあろう・

存在して居り，更に簸多のi ﾋ校もあった職定され　当時の講教育で注嗣瞬べ甑町や囎の；kljeitsL“s校で

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も初中併立学校でも男女の子供に同様に教育が与えられ

さて。の文法学校とは・櫛糖蜥蝉校であって，　’1・eとである・購の大糖家蜘1caste「の椥こ好

縦の順序としては講教育桁蝉校セ。ついて述ぶべ　糖蝋心セ咄張していた入が居つたことはウ糊tてい

きであったが調在まで‘DFJi・で脳時の僻鱒。関し　漸脇るけれども，轟眠倣の撒朔好供綱様

ては余朔瞭な研究がなされていな、、らしいので順髄　に鱒鮪授けてい熔実剛轍近蝋つて1殿象

逆にしたのである．講鞘を行瞠纐ミ剛ザベ被　醗見され漸である・LLL．　IV・75～79の鵬i補の
王の灘の末期までセ嘲当多数説さオzていたろうと＿　N・th・ni・1がH・1。f・mesに諦謙に・Si「・1　P「aise　the

般に推察されている。例燃工686年にSt，。tf。，dのG，。，g，　L。・d　f。・y・u　・　・nd・・／may　pa「ishi°ne「s；f°「thei「

W。。＿と言う人、，。よつてH，。，y、．i。．．A，d，。に鱒轍　s°ns　a「e　walt／t”t°「ed　by隅a簸d　thei「dau・hte「s

・轍・れ禰物てい・・い・．当脚轍諜灘窟器器，謬、論鐸，盟
ex　F「ee　Sch°°1と呼齢た躍在畷欝のいらな瞠　・，，。，、姓の下で蹴の子供が蝉轍育綬けて、、た

校を鰍するaf「ee　sch°°1　2F・e：少しく鰍蜘こした　と爾べきであろう謀Sh。　IILi，エ6－・。の談。，

轍で�e「ee　Seh°°！ではABGと蕪及びthree　W・，，、，。tl，m。n，，。。　d。　m，　d。。b1。。，。。，，／［V。

Rsなどか教えられ・文法学拠進学する子供とそれだ　、t，ive・f。，，h、t　whi。h，e，・，・h　i。　my，h。ice，／エ。m。。

けで学校をやめる子供とに鱗教育を与えた・N別e・初　b，ee。hi。g・ch・1・・i・the　sch・・1・；／1・ll　n・t・b・・ti・d　t・

等中等両教育を施すagrammar　and　a　free　schoolと　　　hours　nor　pointed　times，／But　learn皿y　lessons　as　I

いう初中兼設の学校があつた。LLL・V・i・50に述べら　　Please　myself．とあるのは現代の興昧中心を説く教育原

れているhorn－b。。kはFree　Schoo1で使用された教科　　　理の崩芽とも先駆的考えであるとも見られる興昧ある言

書であるoそれでLLL・沖のElolofernes先生は初等学　　　葉であると同時にBiancaと書う娘も学校生活の経験が

校の先生か或は初等中等髄ρ・∬・mm・・a・d・f・ee　励b・ee・hi・g　sch・1・・即ちいつも鞭で打たオtがち姓

schoolの先生かいつれかであつたことになる。当時の　　　徒を男女共学の学校で実際に熟知していたことを表わす

初等教育は専らFree　Schoo1の教師か初中併立学校の　　轡葉と解してこそ真爽性を帯びて面白昧が繊て来ること

教師によつてなされたのであるが，共外に田脅では教区　　　になるt）貴族の婦女子や女王自身も非常に学問教養があ

の受持僧がこれにi当ることが多く，叉町でも役僧や鐘撞　　　ったことは別として，一般人の婦女子が当蒔相当な教育
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を受けていたことは当時の日本の一般女子教育の程度と　　　にして為すあらんと志す潜にはラテン藷程大切な教育は

比鮫したならば驚く外はない。　　　　　　　　　　　　　　なかつたのである。勿論Mulcasterの様な串・見を持つ

　前述の如く一n：リザペスllり1には菅から存続したものや，　　　た教育家が居つて，やがて英語がラテン語に代つて其以

復活再興されたものや，新設されたものなど，非常に多　　　上に英国では重要な役割を果す日のi到来することを見抜

数のll喘，教育な施す丈法学校が冶つたのであるが，其等　　　いて，英藷の重要性を力説した人々もないわけではなか

のllIに1よEtonを始めとしてWestminster，　Shrewsbttry，　　つたが，兎も角も当時は未だラテン需は全盛時代であ

St．　Pau1！s，　Merchant　Taylor／sという様な非常に高級　　　った。ギリシャ語は少数の有名校を除いてに一般の丈法

な有掲校があり，Udall，　Ashton，　Camden，　Mulcaster　　学校で教えられること腺稀であつた。しかしラテソ文法

の如き当代一一一流の大学糠大教育家が教師におつた。一般　　　雛1；の始めにはギリシャ語のalphabetが印刷されていて

職群校にもや励相獣に教師がおり詑等獅1魍一　坐御こ靭シ禰の禰≡を知らしめ，樋て僅かは轍
べてOxford，　Cambridge大学の出身春であつブこ。教師　　　られたのだろうと考えられている〔・

の下には助教師が居つて彼等を助けた。数師の任免権は　　　　当時の丈法学校の教育は滋絡典物であつた。　”Spa「e

彼慾の1膀のi、欣学に婁，濫れていたので，教師の入導享　the　r・d・nd・p・il　the・hild”の諺の㈱llその郭を爽

はi敬学が行つた．このことカミ灘渤羅あげる上獣　行した・幾多の罰則があり認刻や怠1舗勿論級られ

い順i臆たと留われている。　　　　　　たことを忘れても齢臨徒轍膚司1から鞭勧1えられ・

子供激灘健禅するには入学してから」蝶媛　騨獅を趣ていた・雌は・And　t1ユrn　the　whininB
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
けるに充分櫨囎。ラテソ謙嬬と共に，槻1・き鵬　sch°°1－b°y，噸his　satche1／鯉shming　mQmm窪

7・：2　7J：必鼎の一一D・さ・・て鴫年欝校…　鑑c鷲pi呈職llai鵬蕪獣膿斜

つ唄つたが，大体7才以上セ磁していることが蝦で　like　a／、ch。。lb。y　th、・h。d　1。・・hi・AIIOi，（G・nt，　II．

あつた。14～16才になるまで在学すると大学へ進学する　　　i．20～21）とAI3Cを憲れた生徒の知く溜慰をつくこと　1

に熟し姓徒睨傑れた・エリザベ・…iil］で職騨校　をひどし・灘の形容として用いているのを獣ても嫡i

な牒した鮒でも1・i・kの脳嫡・・雌蹴いて統　姓衛学校漁聴れたか瀕1ら泌・しかし叛剛
分な繰度の教育が与えられた。生徒は学年別に組別され　　　屡々瀕劇が学被で行われ・教師と生徒とがG同して演ず　｝

ず銚徒綱一；蜥で鞘鰻けた・日課は調の㈱　る・ともあつた・　　　　　　1
食臨時間を含めてf・・一・日U時聞であり・夏は∠lll㈹臨冬　　　　シエイクスピアはStra七ford－Q11－Avonの文法学校に学　｝

は7i瞳老れそれ始業された．援業内容敵法学校とい　び謀勉・腿退学したといわれている．この文法学校｝
5名の示す様に・テ轍法が中・・をな・ていた．要すは、，9、噸、蝿にその前身校醐つた。、が矢口られて、コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
藁繍麗欝葵輪隷叢撃鑛輩繍禦籔灘欝藷鞭，纏J望li奪｝
つた。当時はラテソ語は国際語であり・学術語であり・　　　整備したので，通常彼がその学校の創設巻と考えられて　｝

商業語であり，教会用の言葉でもあつた。現在の日本に　　　いる。其後宗教改革の余波を受けてその教団は解散され　i
鮒る鼎以上V。、k，らゆ磁業への鎌あつた譜職に　学校は遂に廃止さオ、，・54嚇。脇。没収されて了っi

就くにも大学入となるにも必要なることは勿論，外交官　　　た。1552年にEdward　VIの時・にStratfordの町民が嘗ての　1

法律家，自然科学愚，哲’学者，建築家，音楽家等あらゆ　　　教団の建物と養育院と共に学校をも買屡して，Z553年に　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
る高級職業と見倣されるものに従裏する者はラテン語を　　　”The　K｛ng！s　New　School　of　Stratford　upon　Avon，，”と　i

読み書き話し，時にはラテン語で物を考えることすらも　　　いう名で新発足させた。この学校は財政的にも内容的に　i

必要と考えられた。それのみか商入，地頭代理（b・iliff），　も可なり優秀敏法学校であつて，教師の俸給も20徽i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝町の翻己・同業組合謙己すらも会計簿や灘録をつける　払われ・W・・wi・k市の丈法学校の教師の㈱1嚇5志セこi

ためにラテソ語が必要とされた。かくの如く当時の社会　　　比すると可なりの高給であつた。Westminster，　Eton，　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
には唯ラテソ語の難を生半働こ知るのみでなく・実際　Wi・・h・・t・r・Sh・ewsburyの如鮪名校の教師の㈱よ1

に役立つ生きた醤葉として知ることが必要であつた。勿　　　りは低かつたけれども他の一般の丈法学校の教師よりも　i

論少しく英語が話せることを以つて英語の生きた知識あ　　　高い俸給であり，Oxford，　Cambridge大学のfellowsの　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りとする徒輩の程度のものではなかつた。其故に一般入　　　俸給よりも高給であつたと翻，れている。英処に教鞭を　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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取つた教師も優秀な人達であった。Richard　Fox（工477　　る。　Wiv．　IV．　i。のWelsh　ParsonとWilliam少鋸と

～8）教師はOxford大学のCQI’PUs　Christi　Collgeの　　の丈法間答，　IH411，　i．104－－5；Ado　lV。　i，22；Tw．　N．

創設者と醤われ，其後もWilliam　Smart（1554～65）教　　　II・iii，3；LLL．　IV．　ii．82；Shr．　1．　i．167；LLL．　V．　i・

師は後Fellow　Qf　Ghrist！s　Gollegeとなつた人であり，　　　10，　S4i阻｝it．　IV．　ii．20－－21；LLL．　V，　i．33，34，　IV．　ii．3～

Jolm　BrQwnsword（1565＾・7）教師は有名なラテソ語の　　　7・V・i・30～40など砿ラテン丈法裂｛：にあった欝藁をそ

誌入であつたと伝えられる。シエイクスピアが7才でこ　　　のま工使用したものであり，その中に載っているラテソ

の学校に入学し，”Small　Latin　and　less　Greek”を其処　　　の名旬を使用したり，そのラテソ句の惹味を利用したの

で1571～1577年までの7年間に学んだとすれぱ，始めに　　　であると留われる・又All！s　W・11・i・73ffはAesop／s

教を受けた教師はWalter　Roclle，　B．　A．（1569～7X）で　　　Fab！esからの借∫：Hであり，LLL・IV・ii・97－／02中には

あり，この人は後Oxford大学の（lorpus　CollegeのfellQw　　　b［antuauiusからの丈が含まれて屠り，（．lor．　Vj量L　1弧，

になった人である。次に教を愛けた教師はSilnon　Hunt　　（tL”he　end　ef　war！s　uncertain＝＝　‘JSolli　incertus　exitus，），

　（1571－－5）であり，この人は旧教徒であつて後Douai　　Gent・mjiユ5（A　little　time・my　1（，rd・wil！kill　that

のJesuitとなりRorneの英人熾悔僧となつた人である。　　grie撫‘1）（》loris　me〔1icus　tempus’）’Clym・III・V・37～38

次の繍1はTh・mas・」e・ld・・，　M．　A．（エ575＿9）であり　（the　cure　whe…f・my　l・・d，／’C17is　time　must　cl°・）

W・・wi・k市の鵬でO・f。，d大学のSt．　J。h。tsのf，11。w　沈cどはS・1伽伽P雌直護・・に泌ラテ攻蝦謙こし

となつた人で踊．・の様峨灘綬け燃繊…獣　て用い煽のと翻・れている・期・°vid，　Vi「・iい’1an一

剃ゆn醐脳な人物で、1：，つた．。の」妨の畷による　t”s・Seneca認の影総㈱の方々セこ見ら泌・

と，・の・肋輔方3購⑳畑d。dd・。g・。。と、例、　St「atf°「dの難轍は7才でλ学してZ6才で糠す

村・・あるが，糀そ…lliliu・ch・・All　S。・。t，という　る・…こt，・っ一Citrり，雌の牒灘こq）1町の出騨で

輔ある．・漁1872靴靴さ潭もので鞘のもの　Si・H・gl・C1・pt・n　Lいづ人が灘した騨欝・が6人

ではないが，その当1舳つ塒の鱒にH。n・触激　分勘て・　Y’4：v：一：．　Eltっ噂資がなくても゜xf°「d軸m一

法学校の繍をやめてからおさまつていた．渉イクス　briclgeへ6人進学骸ることになっていた・しかL　iKE

ピアがAnn・1－1・・r　f・i。W姻。子β≒酬釈困り，大継　才シエイ・スピア膜齢蝦けて大学へ進学し働り

畑の鞭嘗ての姓であつたHun、轍噂でエ582　た嚇か・の報榊業すらもせず・羅噌1岬4才
年礁撫せてもらつたと慨られて、、る。しかし鞘　嚇に腿してしまったと慨ら泌・しかしそ漁”維

の寺の記録が失わ襖偽の程が町瑚で踊。R。m．の　’嫁庭の馴鰍かりtr・よるので臆く・御作榊セ硯
Friar　Laurenceや、、　doのFriar　FrancisなどこのHunt　　られる教師や生徒の描塚から判断すると彼は余り学校が

住職と何か関係が励そう臨のするのは考湖ぎであ　好きでな像麟醗が困って靴のをよ幽睡して退

ろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学したのではないかと考えられる。彼の作品に現われる

St・atf・・dの難轍の実際賄われたeu，ri，ul。mは　繍11よ皆一種の馬鹿物であり・LLL沖のH°1°fe”nes・

現在糊で繭るが，大凡S・．Paul・sやlp、wi、hやS、．　Wi・・中のSi・H・gh　Evan・・E…1抑Pi・・hの如く皆

Beesの当嗣ものと燵がなかつたで勘うと翻，れ　喉の的醜る様に描かれている・　Tw・　N．で1よ鱒の

ている．轍綬けるに足るラテ濡と英語と襯囎　M・1・・1i・の下触ひどい恰好を，一“t°st　villan°usly；like

轟豚黙畿識錨慧繍継P盟認黙膿・1耀蕪
・つて授肪れたと教られてい。．恐らく初1、搬。　讐徒も前1・も述べた・AY鳳懇45～7・GenロL

難滝欝㌶灘耀羅躊｝襲窪顕戯藻鞭鎌熱
Evaldu・G・11・・，（3｝A…P・s　F・bl，、・i。・L。・i。・V，，si。。；　里の学騰代のE豫蘇だ心「ド礁やか峨つていたと

th・M。・・I　Di・ti・h・。f　C・t・，（4）Cice，。，　S、11。，t，　Caesa，，　愚われる初期の作品程この様な獅と生徒との描辱の辛

Ovid，　Virgil，　Horace　Qr　Terence，（5）the　Bucolica　of　　辣性と頻度とが高く，それが薄れて行つたと思われる後

Baptista　Spagnolo　Mantuanus，　the　Zodiactts　Vitae　of　　J切の作品程描辱が温和となり頻魔も低くなつている。そ

Marcellus　Polingeniusの様な轡物であ・ったと伝えられ　　　れは彼の様に性来人闇性と目由とを尊ぶ入閥には当時の
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厳4嫉物であつた学校教徹こ非常鰍鞭感じ生徒の　和さオZ，C・11・g・・は大いに拡充され教育制度が従；駄り

天性と田由とを束縛する街学的な教師を憎み，当時の学　　　も効；珊約となり，宗教的よりも枇俗的な面の比重が重く

校糖轍叫＾鍬育の根本思想をなしていた，Fi・・lly，　なり，多様性を一層高め，多プ瀬i的になつたので，大学は

as　God　hath　sanctified　the　rod　and　correction，　to　cure　　丈学，政治，経済，法律，科学，宗教等多力面に質献す

the　evils。f　th・1・c。nditi・n・，　t・d・ive。・t　th・t　f・lly　ることになり，特に演1蹴どにe＊　unive・sity　wit・の一k

which　i・b。・・d・p　il・t1・ei・h…t・・t・・ave・th・i・s。・1・　活　融見るに鰹つたの・Cある，当時の0・f・，d，　C・mb・

f「°mhel1・ Dt°　giv・tl・em　wi・d・rnl・・i・is・・b・・sed　・id、・歌戦rl蛛の剛則と称せられる睡つた．

駕膿s、溜1瓢’濫lu「撃野1認器糊　111救の・・］1・・es獣学・・嚇い・幡つ・・戦

、。rrect・he。、　｝），tim，，　D。　i，。。d，，　G。Clt　a。d　f。，　Him　の1鮪の耀・のもので臆く蝉畔業L鰭酬んど

t・thes・e・d…d・with　the．se。。。ti。。，，，。d　y。。、h・11　終生と汲つてよい種蓬長い期聞噸1ケC鐸「｝ゆ継概め

neve「hurヒtheln；you　have　the　Lord　for　your　warrant，　　　る所であつたが，それがII’ti〈『踏されるとタ財こ非常な変革を

Clorrection，　in　sttch　manner，　for　stubbornness，　negli－・　　　とげたn文淵高学被iを卒i粟した生徒が13才から工6才の年齢

gence　and　carelessnesg，　is　Ilotヒo　be　accounted　over　　　で入単して学生となり，通常約7年闘在学し」（共課礁を

great　severity・muc111ess　cruelty・（］ohn　Brinsley：　　　修める所と袈つたnこの火変革と共に所謂the　tutorial

L・d・・Lit・…i・・。・th・（・・mm・r　S・h。。1・1鋤のよ　・y・t，：1・が．艦して学幽叡大学のf・ll。wで彼等のteache・

うts’i洲育には既に述ぺた彼の子供観からしても典1！｝…｝1土1来　。nd　guardianの役t、’し・・（くれるt・t。・の個入的指“4　eこ

なかつたのかも知れない。或は少年時代案外な怠け者で　　i黍ねらオ・Lること1こなつた。今代的大学組織が＝．リサ呆ス

学業：徽であつたのかも知・臆い・彼が・靴て轍教師　朝より撤つたのである。

の経験鵜つたとすればその間セこひどい陣細・された　燃（，。11，ge）の難の轍が樋て蒋くなつたので

のか・学憐獅の醜畔了馳強く見せつけられたのかも　学寮と鄭1轍と騨姓活猷勲くr、つた．腿で

燃ない・如伽幽渤激・那は非1豊繍：が勧つたと　蒲がや瀦しく，丈瓢剛購灘賄わ2・Lるよう

して棋処に剛かの原邸あつた4’であろう・　　融つた議賄騨猛聴や齪が多く’！、り，麟演劇

　　　　　　　（3）大　　学　　　　燃・行わ繍よう敵つた・このように蝉の鱒や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活が大変化な遂げたのであるが，数鴨内容はそれに伴

　初等中等教育の場合と同様に当時の大学もルネサンス　　　うだけの変化をせず，相菱らず中世的な所が多く，学課

の影響綬け，宗轍勒ど種轍会腋革の波猷学　は語学諮学・1辮舗科学，購嬢一撚科轍び
VC押寄せた。中’1”：的1轍的皮酉己下の状態から脱皮して近　神学等であつた。学習法は現代の討議（discussi・n）形成

代的大学へと生れ変りつつあつた。国力の完爽・国際的関　　　ではなく論衆法（the　meヒhod　of　disputation）が広く行

係における優位，海外発展・数学天丈学などを先駆とし　　　われた。論争に秀でることが聞U：の緒となつた。其故に

て自然科学の勃興，古典丈学の研究が盛になりhUman－一　　大学教育では丈法学校のラテン丈法のように論理学がそ

ismの隆盛聖轡の盛なる研究・一般国蝿の知的水準の　　　の根幹をなし，あらゆる学問研究の塞礎をなしていた。

高揚，其等によつて希塁に満ちた凶由な風潮を学んだ現　　　　Oxford大学は比較的に保守約でありHookerの如き

批的非宗教欄心と要素とが次第Vこ大学を色濃く染めて　偉大酬1学者力咄て英国国教会の中心lilt統を作りあげた

ゆぎ，大学は多様性を帯びるようになつてきた。既に　　　のであるが，共外にもi当時の指1“，s的な人物を多々輩風し

Henry　VIHの時7こCanlbridgeにLadyム［argaret，　Oxford　　　た。　SidneyやRaleghの如き実際家，　Gamden，　Hakluyt，

にFQx及びWolseyとい5ようなCollegesが新設され　　　John　Foxe，　Harriotの如き学潜，　Donne・Samuel　Da一

た。しかし其後Edward　VI及びMaryの治下に神学上　　niel，　Fl◎rio，　Sir　Jolm　Davies・1》eele・Lyly・Lodge・

の論争，覚派抗争が起り，共結果互に放逐し合い，破壊　　　Beaumont，　Marstonの如き詩人劇作寒達・Dudleyや

を行い，人々を盛に火刑に処し，芸術晶や図薫、1などを焼　　　9，　ir　Henry　Wottonの如き外交宮，　Anthony　Shirleyの

いた。大学は1530～ユ560年の間は宗激的混乱及び政治経　　　如き図険家，Mulcasterの如き大教育寂，　John　Bull，

済の難專の煽を食つて非常な損蕎を象つた。しかしエリ　　　簸orley，　Dowlandの如ぎ音楽叡，Jewe1の如き大神学者

ザベスが即位するや大体HenryVIIIの志を継いだが政　　　を輩出せしめた。

策施欧は非常に猷額であつたので党派抗争宗教論争は緩　　　　二れに対してCambridge大学に当時比較的に進歩IYv
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であり，Ca1＞inismの勢力が強かつた。女王の師であつ　　　other　；for　all　your／writers　do　consent　that　ipse　is　he：

たWi11iam　Grinde1とかAschamなどほσambridge　　now，　you／are　not　ipse，　for　I　am　he，（AYL・V・i・4“

のL膀であつた。期にB・・gh1・y及びその子のR・b・・t　～49）のvl・1では大学での傷檸の比喩カミゴ搬として扱わ

　（the　Cecils），Lord　Keeper鷺acon，　Sir　ThomaS　Smith，　　れていると考えられている。2H411r・ii・10fにMaster

Walsingham，　Oxford伯，　Essex伯，　Southampton伯，　　S　ilence，　J，　P，の息子のWilliamがOxford大学に案E学し．，

Gresham・Cranmer，　Bancroft等の如き指鱒：的政治塚・　　そこからthe　lnns　of　Clourtに〔「歎じ，その両紫でhuN

貴族・学魏，又当時の轍徒の1鱒贈であつたC・・t－　m・niti・・と“tMillとな勉強U，　Gl・・…t・rsh｛・・の堆i三とU

w「ight・Travers・Dering・Fenner・Perkills・Greenham　　　治安判辮として父親の後圖を継ぐのに適するように次る

等・Spense「・翼゜we・Nashe，　G「eeneの」1う婦人　だろうとiil－Dて・・る．期蝋　　・E雛と関係のある鷹，

劇儲達，Cavendlshの’i・rlき撒家・J。h・Dee・　Willi“m　rrim，　IV．　iii．252f，268ffにP，。c，ed，，。mrn，。ce；2Ha・1。d，

Gilb・・tの如き科儲・：B…nやC・keのような鯛嫡　1．・5，・IV．・iii．24，　一一6に。。mm，n，e，。ct；£HG　m．　ii．ユエ8V：

法律家・等々蝸1…1」・iせしめた。　　　　　　　・。・mn・ence，・・t；Tw．　N．　L　Vユ43にd卿ee等亮使つ

　　・・リザベス女王はこのように「園鎌の両眼」とも見る　　　ている。1’larn・には：Poloniusが大学で単生時代に：…婁居

べき両大学を非常に尊霊し，矩幌年にUambrldgeを，　　をやり，Julius（laesarの役を演じたとHan1・11L　ii・　10d・

工566年にOxfordを訪問し，其後もしばしば訪れて親し　　rvgにあり，ISZ同じ工・ii・　1・67にはHorati（）が学業を怠

く学港逮の論｛諦・に耳を傾け，自らも紫噺・達に古典語で演　　ける癖でWittenberg大学からデソマ・・一クの寓廷な訪れ

説をしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たのだとあり，Gent・II・iii・　1　・・　271a聴；k　Antonioが単

　シエイクスピアは大学出身薪ではなかつたけれども大　　　間をやる大学へ息子なやらずミランの寓廷にゃったとあ

学才子の劇作蕾達と親しい間柄であり，前述の如く詣隠　　　り・Shr・で1よLucentioはRheimsで勉学し（Shr・IL

の蝉は・・1・1騨咬と同様灘［1にヨ陶。熟心であつた1掲係　i・8エ）・’f・i・P・d・a・nu「s・・y・f　a「ts’の‘“　c°urse°f

上大学と醗然無騰ではなかつた．O・f。，d蝉は彼　1・arning・・d　i・g・nius　st・di・・’1こ入り・その父親隊で

の郷里の町からr・yb“・へ鵬途・1・臨り，彼曝横　イ「fミ約して働いて脳の鴫子どド蹴鋪；金蝦い県し

処に蠕り，蝉襯しく知つて居たであろうと淵，れ　てし勃猷つて螺（v・　i・　69～7エ）所鵬り・他の芽｝

ているみ・・f・・d犬学綴であり，rVh，　C。H。g。。f　Pem．　都蝉やf蜥へ行くのに’肝を独嫁庭に鋸のはよ

b・・keと深い関係の有つたtm、e・thi，d・E。，1。f　P。m．一　くないと雪つている所も（Gent・1・　iii）ある・当1吻蝉

b・・keであつたWilli・m・H・・b，，tと購襯しかつたと　生に1湖在の1ヨ勅大学生胴様に二樋類め戦醐つ

戯られている．・it・m．及びR．3の両芝居からの鞠　た諦囮；｛轍駈の鱗や翻の学生齢く’i陥的で・

の公の引用力・C・mb・idg・大学のS・．　J。h。・sの灘でな　学貝Uを守らず自1麟放で・賭鵬・fencing・dancing・

翫たといわれている所から考えても彼の綿1澗大学　bea「－baiti”g・狩獺1ちsp°「tといつた加iに蓼榊し・

でも相当蜘られ醜にされていたものと思われる。　殆ん聡ての酬蟹してしまい・余り繊をしなかつ
Wiv，の仏人医蕾のCoctor　Oaiusの言葉た，1　cannot　tell　　た学生，例えば　Sir　Aロdrew　Augecheek（Tw．　N．1．

・・ti・d…b・ti・i・t・ll－a／m・d・ty・u　m・keg・a・d　iii・99～Z°1・）が軸脚r翫つたよ殊学生と・‘伽勉強

preparation　for　a　duke／de　Jamany：by　my　trot，　dere　　ばかりしていて却ってのろまな学生とであつた。勿論一・

is　no　duke　dat　the／court　is　kRQw　to　cQme．（Wiv．　　般の学生もあつたのであるがこれは両蕾の申間的存雀で

IV・v・87～90）とあり・・d・ke　d・J・manyとあるのは　ある。このようにゐうまの学生は，　They　h・ve　been／

1592年8月Ve・OXi・・d大学を訪れたD・k・・f　Wi・t・tnb・・g　・t・9・e・t　fea，t。f！。。g。。g，、．、。d・t。1，。・th。ノsc・ap・・，

のFrederckを時事・課言として云つているのだと伝えら　　（LLL．　V．　i．38～40）であり，又f　mall　have　contin一

れる。叉大学で論理上用いられる用語や論争の際の用語　　　ual　plodders　ever　won・／Snve　base　authority　frem

major，　ergo，　argalなどが工H4　II，　iv，564，　Err．　IV．　iii．　　other　books・（LLL・1・i・86～87）であつて・このような

57，Ner・VII．　ii．58，　All！sW．1，　iii，53，　Ham，　V．　i．13，22，　　学生が教鰍こなると街学的な馬鹿蕾Holofeme3教師と

55に用いられ，AYL．　pFの道化「r。・・h・t・n・の誉葉，　なるのである・

Then　learn　this　of　me；to　have，　is　tQ／have；for　it　　　以上述べた所から解るようにシェイクスピアの作晶に

is　a　figure　in　rhetoric　that　drink，／being　poured　out　　は大学に関係のある言及や叙述が相当・多量に見受けられ

Qf　a　cup　i・t。・gl・ss・by・filli・g／the・ne・mpty　th・　るが，極めて欝は軽く取扱わ才・ていて，当時の英国で
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は非常に重要性を占めていた両大学が彼の作稲の璽要テ　　　2H4、　m．　ii，210～224の，　ShaltOw．　Ha／！twas　a　merry

一マになつて居たり，その言及が作品の重要要素になっ　　　night，　And　is／Jane　Nightwork　alive？／Falstaノア・

て居たりするものが一つもないのは彼が大学生活を自ら　　She　lives・Master　l　hallow・／Shal・She　never　could

鰍した・とがなく，唯研音　カ・駄学を眺め燦過ぎ　away　with　me・／F“1・．Neve「・neve「；she　c°uld　always

なかつたこと1・依・のではないか・肺れる・　濫繋謙儲，鶴潔1駕瀞1濫

　　　　（4）The　l。。、。f　C。u。t　　　　・b・1・a－・・b・・D°thshe／h°1dhe「°wn　wel1？／F”1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Old，　old，　Master　Shallow．／Shal．　Nay，　she　must　be

　Sir解or繕e　Buckが英国の第三の大単と鍛つたInns　　　Qld；she　cannot／choose　but　be　old；certain　she／s

of　Court　かPtンドソにあった。　これに1止the　Middle　　　olcl　；and　had／Robin　N量ghtwo｝’lc　by　old　Nightworlc

Temp！e，　the　Inner’」］emple，　Gray　lnn，　Lincolnls　Inn　　　before　I／came　to　Clement！s　Inn．／5”ittsncc・「・Vhat／s

のmO1・・．・の稲なlm・軸り，tl・e　f。・・lnns・f　C・u・t撤　 fifty　five　yea・・9・・1止55職のlnnsの学生剛肋余り

われた。其外にIn1B　of　Chanceryという九つのsmaller　　　よからぬ方1面の総活を懐かしく偲んでいる。要するに

1…があつた．これらは1鉢の醗研修所と学校とを　1・nSは浄〔劇に熱心であり・牲カミ・1’i－1　bしばしば芝1識演

兼ねたようなものであった。紳士階級や中膿階級の子弟　　じたし，叉彼の蜘illもしばし1瀞尋処で公開演出されたし，

に灘肋教龍施す所であつた．財政，灘切禰の知1詳喪　彼に購めて身近であつた1顯からたとえ彼がlnnsの

を械，治安半臨代謝，、糎銅鞍として祉釦・任　学生生融したことがなかつたと購，それが彼の鋭い

筋を果す上に必要な如1識を4えた。大単が斑法と専法と　　観察な受けて作晶中セこ生4と…鑓見されている。叉Inns

の知識tal　t）tえたのに対してInnsは共通法のヒ敗育を一争　　の学生達の彼が謝き演づ昌る芝居に対する批評は彼の人気

剛受けた。　　　　　　　　　　に影響する所大で齢たこM’tyも伽感じていたらしく
　Inns　of（lourtの学焦には先づOxfordや（lambridge　　　愚われる。

に学び，其処をlj：1てから入学して来る学坐，例えば先に
捌・たM。、t。，・Sil，。ce，　J．　P．の野のWilli、，。のよう　　　　（5）Acaaemy

な学生と、大学に行かずに蔵ちに爽処に入つて学ぷ単生　　　　ルネサソスの花が映き諮つた・：r一リザペス］iVlの英国には

との二種があった。後者の学生の方が数が多くあつた。　　　古典の学問と同時に科学が新学問として勃興して来た。

Walter　Raleghは初めにOxfordに行き後にM量ddle　　学暫や指轟酌な人々が集つて高魔な知的坐活を推進する

Templeに学んだ入である。　Innsの学生生活は大体Ox一　　ためにacademiesを組織した。これがこの蒔代の顕薯

fordやCambridgeの学生生活と同様であつたが，学生　　　劇轍であつた。

はロソドソという都会に居るという地理的及び人約関係　　　　Queene　Elizabethes　AchademyはRalqghの暴母

の有利さを持つて居り，両大学よりも自陶であり，先瀦　　　兄弟のHurnphrey　Gilbertが工564年賦に組織したもの

や縁故関係や隣人の保護下に托された。　　　　　　　　　で，女王rp監視人や斑族階級及び紳：ヒ階級の息子達に高

　Inns，では学生は通常6～9年闘在学し，卒業後は下級　　　等普通教育を与える為のものであつた。古典語，諸外国

弁護士となり，5年後始めてWestminster法廷で法務に　　　語，英語，数学，物理学，法律，市政策，接術学習，医学な

就き，法廷生活十年後にして漸く法曹界の上級会員の列　　　どが教えられ，教育な広い誌礎に立脚させて公的生活に

に加わることになつていた。正nnSに関係した有名人に　　密接に関係づけることを意図してものであつた。

は11　aieghの外にGeorge　Gascoigne，　Francis　Beau－－　　　tAcademY　lよ主として学菅の集りであつて今日の学

mond，　ArthuτGolding，　Davies，　Philip　SiClney，　Francis　　会の研究画を強調したものセこ相当すると考えられる。

Bacon，　Richard　Hooker，　John　Donne等がある。　　　　　　Nattllew　Parker，　Cecil，　Stow，　La皿barde，　John　Bale

　シェイクスピアはPソドソに・多く屠住した関係上lnns　　などがその有名な会貫であつた。

とは関係が潔く，又その学生の人気に投じたと考えられ　　　　英園史及び古裏研究会は英圏史の考古学的及び慧法上

る。Tw，　N．，LLL，，Rミ）はInnsで公演され，　Rom．の　　　の諸問題を研究討議する学会でその会員は凡ゆる階級の

Mercutioと興友達との自由な余り行儀のよくない卒直　　人凌を網羅していた。　Parker，ノCecil・Nicholas　Bacon，

な会話はInns　of　Courtの若々しい青年に達した学生の　　　Francis　Baeon，　Thynne，　Camden・CottQn・1”alegh，

気質や姿を描いたものだとDμthieはいつていi5　eヌ，，　　　Sqldqn7　Speed・Usher・Earl　pf　Pembroi｛e（William
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Herbert），　John　Davies・Arthur　Goldingなどがその主　　　人遮に知人が多く，彼等の生活や蓮命を黙知していたと

なる会員であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　男えられる。彼の戯曲は窩廷で女王の前でもしばしば上

　このようなacademyは当時のrドソに相当数あつた　　　演されたのであるが，彼の作晶は宮廷や費族漣iの生活よ

と思われる・Navare王Ferdinand　l‡彼の宮廷をacad一　　り甚大な影響を受けていることは今翼例を引いて説明す

emyにすると，　Our　court　shall　be　a　little　Academe，　　　るまでもなく誰もが知つている所である。

（LLL．Li．13），と云・い，其処では，　And　where　that
，。u　h。ve　v。w・d，。　s，。d，，1。，d、，（IV．，、i．291、）膚　　　（7）CaeSとしての蹄

つて研究することにし・In　leaden　contemplation………　　　　ルネリ・ソスの影欝をおそく疑けた当時の英圏人にと

（IV・iii・3飢）・に生活すことにしたのであるが，この　　つてはイタリー，スペイソ，フランスは先進圓と見倣さ

LLL・の日cadelueはthe　ninth　Earl　of　Northumberlalld　　れた。これ1ポ］笈現在の日木人が米国，英岡，ソ連を眺

の1⊃hilosoPhical　Academyに対す為菰刺であつたと訟　　　める態度と似通つた所があつノこと思われる。共故に共等

われている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のlilレぐに旅行し視寮して，其等の国情に道じた入々は学

　シェイクスピアはこのようなacademyを相当に｝lll知　　　問敗養の1｝，る先端的な人々と考えられた。旅行は若い人

して暦り・余り好感をよせていなかつたし・そのいつれ　　　々にとつて幟教育の一部であり，年齢轡には人生経験の

にも会鼠として参加して居らなかつたらしく憩われる。　　　一部と考えられたのは巌然の欝と云わねほならない。然

　　　　（・）鞘の申心とし⑰艇　　篇離1猟1瓢瀦獄灘徽
　エリザペス女王の宮廷は国政の中心であつたと同様に　　　的遺品，都市の城壁や塵｛．，港湾施設，古代遺物や旧

学問丈聾及び教育の一っの中心でもあつたo共処では表　　　跡，区階館，大学，学問上の論争及び講漉，船舶・海

面は教養のある作法の正しい様稲を智装つて屠つたが・　　　軍，大都市近接の儀礼用及び娯楽用建造物及び庭國，紋

裏面では偽1臨権謀術策，、1騰等凡ゆる乎段翻・1いてイU　鵬兵器臨麟鵬取引∫りL鋪伽i繍庫1聴葛術，

人を陥れ・自己の鋤と栄燧とを計る処田：の術を脚こ教　づ1欄，軍隊訓練，上流人の児吻こ集る一捌，獅や装束

える所でもあつた。そうした琳の一種の達人とも見倣さ　　の宝庫，飾棚，珍品等凌とtT”つ7e言｝灘して鷺いて然るべ

るべき入逮には1　’lurghley，　Walsingham・Hatton・the　　き一一・1測のものを見学するにあつた。共外に凱旋武，仮面

Sid・・y・・the　K・・11y・のfl・f．1・tk　P・liti・i…が居た・t二r・途　劇，懲，結蹴，繊，死ヲfU執行等・の如き講仙お

で敗れ去つた人々には・Essex・Southampotn，　Bacon・　　く必要なき嚇もやはり見学すべきであるとBaconは鋤

Ralegh・Philip（Earl　of　Arundel）・the　Earl　of　Oxford　　　つている。」以上より知り鴛るよう｝ご旅行は文明文化な摂

などが居り・彼等は一時は非常な権勢を握つたが結局は　　　取するを目的として暦る。先進国の彗硝に通じ，諦外国

失敗した人々であつた。Essex伯のように朝には営廷の　　　の丈化を身につけることが，国力を発展させようと人心

華と仰がれ・夕にはロソドン塔の獄窓に自らの運命を嘆　　　が外向的であり，発展的であつた一r＝リザペス朝の英国入

き・やがて断頭台の露と消え去つたのである。これら宮　　　には重要な教育であり，外圏旅行塚は立派な教養のある

廷人の中心には女王が属た。彼女は，ギリシヤ，ラテ　　人と考えられたのは当然の辮と云わねばならない。そし

ン・イタリア，フラソスの各語を自由に使い・丈学，演　　　て外国語に通ずるこ≧はこうした教養のある文化入とな

劇，音楽に秀で，政治外交財政と手腕を振い，寓廷人　　　るための必須条件とされていた。

達に対して教育の殻高水準を自ら示した。其故に女王の　　　　シェイクスピアの作晶には人物刻山の籍状が本質的に

営廷ば貴族や政治家や軍人や其仙丈芸家美術家など殆ん　　は当時の英睡ゆものを描きながら入名や際面などをイタ

どあらゆる方面の為すあらんとする人々の勢力の源泉で　　　リーや某他の諸外国のものを胴いている作陥が多いのは

あり・遮命の本源であつて，国内は勿論のこと外国から　　種々なる原因があつたと思われるが，当時の人心が諸外

も常セこ凝視の的であつた・富廷こそ社会の総ての申心で　　　国に向いていたのを利用したことにもその一原因があつ

あり真の檜蘇禽でもあつた。　　　　　　　　　　　　　　たのであろう。｝lorne－－keeping　youth　have　ever　homely

　シェイクスピアは或る宮廷貴族の蒙庭教師をしたこと　　　wits，（Gent．1．　i．2）は当暗の英国入のこうした人心の動

があつたとか秘轡をしたことがあつたとか麟う説がある　　　向を示し，Hortensio，　And　tell　me　tiow，　sweet　friend，

が，実際に彼のlpatronとして宮廷貴族を持ち，彼等宮廷　　　what　happY　gale／Blows　you　to　Padua　here　f⑩m　Qlq
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隠゜1磁諮盤1識鑑、島1濃：，器あつた・欄・会…臓して今代祉会への変・勲あ

th・。・t　h。nユe／Wh，，e　sl、、aH，xp，，i，nce　g，。w，．（Shr．　つた・ルネサンスの今代’聰の花の映いたi駄であつた

1．ii．・48－一・52）は当時喋1い姻入の鍋をよく語つてV、　が米だ中枇羅1が多く残存していた・中枇からのti・・bリ

ると考えられる。　　　　　　　　　・撒が泌と剛紅宗轍革セこよつて生れた新撫ミあ
Ll－ltのよ無擶に関する例劇芝の㈱の処嫌服　吸難1【調教鵬つた・姻嘱際欄係力・らいつても

けられるのでk，るが，英圏は圏力文化共に先進の諦巨到に　　　西欧の一小国から11i堺的一大強国へと発展する過渡期で

追いつき融瑛鰍り槌んで行つた．＿方髄国は　あつた・又班や骸の政治からvnソドン創1・bとした

琳サ・ス味期醗状舳らわ蝋めた。嘗ての剛1第三鰍轍治へと薦が獅てそ予く酬1の少し糊わ
の擦鰭的役割螺暁イタリ．は鋤6・睨灘磯セ。　れ始めて来た1駄でもあつ副轍甑らゆ甜会のも

瀞と繭と黒、徳と麟と㌧、つた穂。購していた誤　のが憂線腓獣蜘ll匙蟷誠乱していゾ塒代であつ

灘外臨よりも剛珊としての嬬が次第に醐され　た誤為セ噺1日の徽より樋穂・嫡齢の閣　蠣
るよう甑り，綱ずれのした姻ん・㍑購したイ。　々牒う同る職で細た・汚クスピアより少しく前の
リア風に染つた難】人｝－k．・1，e．lt，li。。at，　E。gli，hm。。と　時f網・嗣段L眠で欄の泌入e’m　2｝1　6　IV・ii・　92一工17

呼ばれ，全く嫌厭嘲笑の的とされるようになつた。Roger　　にある如く魔法使であり反逆轡であり悪人であると見倣

Aschamに儲とこのような入1昌肱，　A　i・a，ve11。。，　さ2tた・ペソとイソキを首にさげてτ［1〔に儲刑に処せら

mollster，　which　for　filthiness（）f　Iivinst，　for　dullness　to　　　れた狸であり・田舎の僧侶には丈の説めない蘭が多かつ

Iearning　himself，　for　wiliness　in　dealing　with　others，　　　たと澱われている。学械教育もThou　hast／nlost　tra｛tor　：

for　malice　in　hurting　without　cause，　sh◎uld　carry　at　　ously　corrupted　the　youth　of　the／realm　in　erecting　a

once　i1ユone　body　the　belly　of　a　swine，　tlle　head　of　　　grammar　schooL　（2H61　V，　vii，35～37）　とあ＞bように

anass，　the　brainof　a　fox，　the　wQmb　of　a　wolf．　　丈法学’校を建・てた為に酋を切られるといつた程であつ

（The　Scho（⊃1master）であった。シュイタスピアもこのよ　　　たc，それが前に述べたようにこの時代になると丈法学校

うなことに鮒いて暦り・F・・h童。n　il・P・・ud　lt・ly・／　駄莫蹴のi鞭蘭じて人口欝麟文の1榔澱歓で

IVVil°se騨el　stl11°u「ta「dy　apish　nati°・／Li・・p・・ft・・　細たと潮、砲・教育が、1鰍欄灘瞭つ榊

欝灘戴欝鰯篭藩謡饗　謙熱繍繋鰍1覧繊簾灘灘
・t・ang・・uit・，　di・ab1・・ll　the　b・。。fit・／。f　y。。，。w。　向的砿蛇した1堺であり・反面矛厨に満ちた’1堺で

・・unt・y，・b・。・t。f　1・ve・With／y・u，。、ti。ity、nd。lm。、ヒ　あつた・感覚感1育の鎌・姻にカ・なりの残駄ことも一

・hid・G・d　f・・m・ki・g／y。。　that、。unt。。、。、，　y。u、，e，　向平気であり・癌々い・騰をも恐れず堪え・最悪の；9．

。r・1・Will’sca・ce／thi・1・y・u　have・w・m　in　a　g・・d。1・，　態も勇敢に迎えたのである・一般入に1漁翫どは考え

（AYL・IV・i・33～38）とJaguesをthe工talianate　Eng一　　　ることの出来なかつた所であつた。子供の教育も厳絡を

lishmanの如く振舞うがいいと罵つている。　　　　　　　極め，幼少の頃から入生の蕾悩を恐れず大胆に打ち勝つ

　以上より考えるとシ珂クスピアもやはり外国旅行は　　行くことが教えられた。鋭敏なる感覚と徹活な智慧とを

入間を緻育するのであることを認めているが外國風に染　　　以つて人生経験を把握して行くことが幼少の顎の学校教

つて英国入たることを忘れてしまうことを嫌っていたよ　　育から既に訓練されたのである。

うに思われる。彼が旅行者としてイタリーを旅行したこ　　　　しかしこうした新旧矛盾を孕んだ祉会にあつても思想

とがあつたであろうという説があるが真偽の程は不閉で　　　や教育の中心になつた論題があつた。それ砿order　and

あり・寧ろ外国旅行の経験がなかつたと考える方が真爽　　　d㎎reeと云うことであつた。　E．　M，　W．　TillyardやG，1，

に近いであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　Duthieの如き学蕾燈が当蒔の世界観として説いて居る

　　　　　　　（8）社会に依るza育　　　　勘であつた・其糊轍叙おいて繊と簾とが強調
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された。これは教会，学校，詩入等あらゆるものによつ

A・L・R°w蝋1・the　e・d　it　w・s　the蜘・ty・it・elf・・s　て説かれたのであつた．　The　H，、ven、　them、el。es，　the

always　that　was　th・chi・f・ch・・1・f　Ed・・ati。nと云つ　P1…t・and・thi・・cent・e／Ob・e・ve・d，9・e，，．P，i。，ity、。d

て居るが，エリザベ糊の社会は全く教育の主要醐で　place，／1・・i・t・・e，・・u・se，　P・・P・，ti。n，，eas。。，　f。rm，
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／Office　and　custom，　in　all　line　of　order；（Troil．　1，　iii．　　　シェイクスピアが劇作家と成功するまでにi　rけたであ

85～88）を始めとしてシmイクスピアの作晶の処々に見　　　ろう所謂徒弟蒔代の修養のことには一切触れずセこ瓢リザ

られる所である。彼の悲劇はこのorder　and　degreeが　　ベス朝の学校教育や共他の教育を1既説しながら共等が彼

Machiavellisniや其他の新興の思想によつて漉乱される　　　の作晶にどのように騨いているかを眺めて来たのである

所に発生して来るとも考えられる．不思議なことにこの　　が，彼の如き古今東西にわたつての最大天才な賑むには

order　and　degree観がこのエリザベス朝という社会の　　　やはり其処には極めてi薙逮した敏育が偲体としてあつた

生活力旺盛で活動的な人々の自由を抑えて創造的活力を　　　ことを発見するのである。そして新闘i町時代のii覗乳想と

萎縮させることがなかつた。これが強調されたこと白体　　　祉会とがこの教育を支えていたのである・，典故に故欺く

が社会に活力が充浴し過ぎていたことを示し，これが女　　　しては天才は生れるものではないという感じにうたれ

王を中心として集結され，一朝有轟の際には外ll敏な破　　　るn威程彼は学1変教育としては唯1い等教育を一年え．る丈瀧

り，国力を仲長させて海外発展となり，学閥文芸を向上　　　学校の教育を不完金に愛けたのみであつたが・凡人には

せしめたと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育とはならなかつた世の中の総ての物からも精神の発

　このように継しく元気に漁れた時代でありながら　達の燃養となるべき敏育を摂取したの一’6k・つt・将に彼

Essex伯を始めとして畳族，宗教家，政治簸，学蕾，共　　　が幼少時代に受けた塚庭教育及び当時の入闘制1会全般を

他の人々の目まぐるしい程の盛褒の様を現実に見せつけ　　縮小簡略にした縮図ともいうべきStratfoτd－on－Avonの

られたこの時代の人2tは世の中の移り変りの教訓を自ら　　町や附近の踵山から受けた郷土の緻育と後年ロンドンと

体得していた。No　perfectio垣s　durable・Increase　hath　　いう大都市生活から受けた祉会による教育とが’IU：の中と

atime，　and　decay　likewise，　but　all　perfect　ripeness　　　入間とを理解させ彼のヲミ才を育成させる上に非労卿こ貫献

retnaineth　but　a　mornent：As　is　plainly　seen　in　fruits，　　　したように思われる。　L，　C．1（nightsほPoetry，　Politics

plums　and　cherries；bu七more　sensibly　in　flowers・as　　and　the　English　Traditionの中で，　Jusヒas　the　basis

roses　and　such　Iike，　and　yet　as　truly　in　a11　greater　　　　of　Shakespeare／s　verse，　oven　at　its　most　subtle　and

matters，と云つたAschamの署葉は彼等が現世祉会か　　　far－・reaching，　is　the　commoll　Ianguage，　so　at　the　basis

ら学びとつた最大教訓であつた。シェイクスピアにもこ　　　of　his　profoundest　comments　on　man　in　society　is　the

の思想が殆んど総ての彼の作吊の根元に繊つている。　　　habit　of　ludging　public　affairs　in　terms　of　their　spe・，

Life／s　but　a　wall〈lng　shadow，　a　poor　player／That　　　cific　human　causes　and　consequences，　learnt　in　the

struts　and　frets　his　hour　upon　the　stage／And　then　is　　school　of　the　small　local　community．と歌つて彼の郷

heard　no　more：（Mac，　V，　v，24岬26）というMacbeth　　里の町での生活〕を重視している。彼は教育を何処で受け

の諜もこうした考え敏わしているものと解される。　たにせよ，彼の受け轍育はエリザペス朝という特殊な

　シェイクスピア程かような社会から教育を受けた人は　　暉代の入間及び祉会を具体的に特殊的にとらえ・それら

ない・いつて礪働か・う遡作融・蹴欝欝塩講署甚麟慧灘灘
の面の矛盾の鰍韻く燗椴の氷遡こ変ら醐賢　系化した撒騰醐な学説の如き鞘ではなかつた。
購に撒て居るのであるが，作融理解すれば刈ザ　しかし彼の受けたそうし轍育こそ継的生命鮒つ作

ベス朝の祉会が最もよく理解規来るし，叉この時代の祉　　　品を創造することを可能ならしめた一原因であつたので

会を或る程度理解することなしには彼の作晶を理解しよ　　はなかろうか。　　　　　　　　（1955，8．27）

うと試みても綿の鞭鯉附るに鰺るであろう・　　　　参考文献
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was　and　ls，　to　hold，／as／twere，　the　mirror　up　to　　　工，　A．　L．　Rowse含The　Eng王and　of　Elizabeth．
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